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市
の
収
入
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
市
税
な

ど
の
自
主
財
源
と
、
国
や
県
か

ら
市
の
仕
事
に
対
し
て
支
出
さ

れ
る
国
・
県
支
出
金
、
国
税
の

一
部
か
ら
全
国
の
市
町
村
に
分

配
さ
れ
る
地
方
交
付
税
な
ど
の

依
存
財
源
か
ら
な
り
ま
す
。

　
市
の
本
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
の
歳
入
額
は
約
千
五
百
九

十
六
億
円
で
、
そ
の
う
ち
市
税

は
約
四
百
七
十
六
億
円
と
な
り
、

全
体
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る

重
要
な
財
源
で
す
〈
表
１
〉
。

　
こ
れ
ら
は
、
市
内
の
道
路
や

公
園
の
整
備
、
ご
み
処
理
、
消

防
、
福
祉
の
充
実
な
ど
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
受
け
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
築
く
た
め
、
納
税

へ
の
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
度
の
税
制
改

正
に
よ
っ
て
、
相
続
税
法
な
ど

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
年
一
月
一
日
以
後
に
、
相

続
な
ど
で
取
得
す
る
財
産
に
は
、

改
正
後
の
相
続
税
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
主
な
改
正
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

①
遺
産
に
係
る
基
礎
控
除
額
の

　
引
き
下
げ 

②
最
高
税
率
の
引
き
上
げ
な
ど
、

　
税
率
構
造
の
変
更

③
税
額
控
除
の
う
ち
、
未
成
年

　
者
控
除
や
障
害
者
控
除
の
控

　
除
額
の
引
き
上
げ

④
小
規
模
宅
地
等
の
特
例
の
適

　
用
対
象
と
な
る
、
宅
地
等
の

　
面
積
な
ど
の
変
更

※

詳
し
く
は
、
い
わ
き
税
務
署

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
福
島
県
と
県
内
市
町
村
は
、

県
内
の
個
人
住
民
税
の
特
別
徴

収
（※

）
を
推
進
す
る
た
め
、

給
与
を
支
払
う
事
業
者
を
特
別

徴
収
義
務
者
と
し
て
一
斉
に
指

定
す
る
取
り
組
み
を
、
平
成
二

十
七
年
度
ま
た
は
二
十
八
年
度

に
実
施
し
ま
す
。

※

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と

　
は
、
給
与
支
払
者
（
事
業

　
者
）
が
、
所
得
税
の
源
泉
徴

　
収
と
同
様
に
、
個
人
住
民
税

　
を
徴
収
（
差
し
引
き
）
し
、

　
納
入
す
る
制
度
で
す
。

11／11～17は「税を考える週間」11／11～17は「税を考える週間」
○お問い合わせ
　税務課　☎22-7422　
　市民税課　☎22-7426
　いわき税務署　☎23-2141

市
税
は
重
要
な
財
源
で
す

相
続
税
が
改
正
に

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

義
務
者
を
一
斉
指
定

　市では、市民の皆さんが安心して暮らしていくた
めに、さまざまな事業を行っています。その事業を
行う上で、最も重要な財源が市税です。この機会に
皆さんも、身近な税について考えてみませんか。

〈表１〉いわき市の収入

歳入予算
1,596億
4,306万円

国・県支出金
375億4,605万円
(23.5%）

地方交付税
257億6,577万円
(16.1%）

市税
476億7,863万円
(29.9%）諸収入

76億762万円
(4.8%）

市債
112億1,791万円
(7.0%）

その他
298億2,708万円
(18.7%）

完
納
と
い
う
　
た
す
き
で
つ
な
ぐ
　
復
興
リ
レ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
一
般
の
部
　
木
田
葉
子
さ
ん
　
（
平
）

納
め
よ
う
　
み
ん
な
の
暮
ら
し
を
　
守
る
税

　
　
　
　
　
　
　
生
徒
の
部
　
鈴
木
桂
子
さ
ん
　
（
磐
崎
中
）

平成26年度 税に親しむキャッチフレーズ
休日納税相談窓口を開設

　　　納税で　豊かないわきの　種をまく
　　　　一般の部　大泉満さん（平）
　　　完納で　笑いあふれる　まちづくり
　　　　生徒の部　山田奈生さん（福島高専）

　平日に時間的余裕のない方の利便を図
るため、税の納付や納付方法などに関す
る、休日相談窓口を開設します。
▶とき　11月30日㈰　９時～16時
▶ところ　税務課、小名浜・勿来・常
　磐・内郷・四倉の各税務事務所

最
優
秀
賞

税務課徴収企画係　☎22-7424

　勿
来
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
を
九
月
二
十
五
日
、
南
部
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
し
ま
し
た
。
同

懇
談
会
で
は
「
明
る
く
元
気
な

勿
来
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
約
二

百
人
と
、
市
長
・
関
係
部
長
が

意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　同
懇
談
会
の
主
な
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

○
「
公
認
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」

　の
整
備
を

【
提
言
】
震
災
以
降
、
双
葉
郡

か
ら
多
く
の
方
が
市
内
に
避
難

し
、
地
元
住
民
と
の
共
生
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
地
区
住
民
と

の
交
流
促
進
の
舞
台
に
な
る
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　そ
こ
で
、
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
公
認
コ
ー
ス
を
有
す
る
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
。

【
市
】
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
市

民
の
健
康
増
進
・
維
持
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
双
葉
郡
の
方

と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
、
本
年
一
月
に
開

催
さ
れ
た
「
い
わ
き
市
長
・
双

葉
郡
八
町
村
長
と
知
事
と
の
意

見
交
換
会
」
で
、
本
市
へ
の
県

営
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
早
期
整

備
を
県
に
要
望
し
、
前
向
き
な

回
答
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。

　五
月
に
は
、
市
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
お
よ
び
鮫
川
河
川
敷
公

園
管
理
運
営
協
議
会
か
ら
の
要

望
を
受
け
、
あ
ら
た
め
て
県
に

対
し
、
交
流
・
憩
い
の
場
と
な

る
公
認
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
早

期
整
備
を
要
望
し
ま
し
た
。

　今
後
も
引
き
続
き
、
県
に
要

望
す
る
と
と
も
に
、
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会
な
ど
の
意
見
を
伺
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
南
部
火
葬
場
整
備
の
進
捗
状

　況
に
つ
い
て

【
提
言
】
豊
か
な
人
生
の
最
終

章
を
安
心
し
て
迎
え
る
た
め
に

は
、
設
備
の
充
実
し
た
火
葬
場

の
設
置
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す

が
、
南
部
火
葬
場
の
整
備
の
進

捗
状
況
は
。

【
市
】
南
部
火
葬
場
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
昨
年
十
二
月
に
、

現
在
の
勿
来
火
葬
場
の
運
営
を

継
続
し
な
が
ら
、
同
敷
地
内
に

新
火
葬
場
を
整
備
す
る
「
い
わ

き
市
南
部
火
葬
場
施
設
整
備
基

本
計
画
」
を
策
定
し
、
現
在
、

同
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　本
年
度
は
、
敷
地
の
地
質
調

査
を
実
施
し
、
火
葬
炉
を
含
む

火
葬
場
施
設
の
設
計
を
行
う
予

定
で
す
。
ま
た
、
新
火
葬
場
の

整
備
中
に
も
円
滑
に
火
葬
業
務

を
実
施
で
き
る
よ
う
、
近
隣
の

市
有
地
に
仮
設
待
合
所
を
設
置

す
る
工
事
を
行
い
ま
す
。

　平
成
二
十
七
年
度
か
ら
建
築

工
事
に
着
工
、
平
成
二
十
八
年

度
に
は
新
た
な
火
葬
炉
が
完
成

し
、
施
設
の
一
部
供
用
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。

　な
お
、
全
面
供
用
開
始
は
、

平
成
三
十
年
七
月
ご
ろ
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

※

懇
談
会
の
詳
し
い
内
容
は
、

　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　だ
さ
い
（
来
月
掲
載
）
。
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〜

し
ん
ち
ょ
く

明るく元気な勿来をめざして提案を
する参加者

地区住民の交流の場となってい
るパークゴルフ（鮫川河川敷）

懇談を真剣に聞く参加者の皆さん


